
グローバル アクション プラン

保幼小中連携教育「グローバル人材」の育成

は、地域や保護者の皆様と共に取り組むことが重

要です。どうぞよろしくお願いします。

目標 具体的な取組例
１．
〇簡単な英語を使った
会話での成功体験を積
み、海外への興味や関
心をもつ。
〇主体的にコミュケー
ションを取ろうとす
る。

・海外の生活や出来事を探究
・Story tellinng
・English Cafe
・Tokyo Global Gateway
・English Camp

２．
〇知識や技能を基に問
題を発見し、解決方法
を考え出す。
〇自分の考えを筋道立
てて話す。

・スピーチの時間
・100マス作文
・読書活動
・委員会や集会活動
・SDGｓ探求学習

３．
〇自分の良さを認める
とともに地域や自国の
良さを知り、伝統・文
化を尊重する。
〇平和を希求する気持
ちをもつ。

・日本の祭り、世界の祭り
・日本の文化・世界の文化
・日光や軽井沢の歴史と自然
・エネルギー、水、教育、医療
・戦争と平和
・ボランティア活動

４．
〇障がい者、外国人、
高齢者など多様な習慣
や価値観をもった人と
共に生活する気持ちを
もつ。

・自己理解、他者理解、
共生を考える活動。
・副籍交流
・パラリンピアン交流
・縦割り班活動
・あいさつ
・生命尊重教育

Ｎｏ．７２４

令和６年５月３１日

教育目標 ◎考える子ども ○思いやりのある子ども ○たくましい子ども

中野区では1962年を起源とする「保育園と幼稚

園と小学校との連絡協議会」に始まり長きに渡って

保幼小中連携をしてきました。保幼小中連携教育の

目指すところは、就学前教育から義務教育へ、小学

校から中学校への円滑な接続を図ることであり、園

児と小学生、小学生と中学生の交流や授業・部活体

験など様々な取組を行ってきました。また、教員同

士の協議や保育・授業参観を通して、園児・児童・

生徒理解を深めてきました。

これからは、幼児期から中学校までの１５年間を

見通した学びの連続性「カリキュラム連携」につい

ても、推進していく必要があります。

中野東中学校区では、帰国子女や外国籍の児

童・生徒が多い地域の特徴を生かし、「グローバル

な視野と様々な課題に対する探求心をもち、思考

力を働かせ協働して問題解決を図ろうとする人材

育成」を課題としてカリキュラム連携をしていく

ことにしました。ゴールを「地域のために活躍し

たいと思う１５歳」と設定し、中野東中学校と谷

戸小学校、塔山小学校、ひがしなかの幼稚園が中

心となり、地域の幼稚園や保育園とも連携して、

今年度から具体的な取組を積み重ねていきます。

中野東中学校区の保幼小中連携教育

校長 宮内 敬子

学校ホームページをぜひご覧ください。学校の様子をお伝えしています。

下記URLか、右のQRコードから閲覧できます.

https://sites.google.com/kyoiku-nakano.net/yato



水着の販売をします
業者による水着の販売をします。

購入したい方はお越しください。

日時：６月１１日（火） １３時半～１５時

場所：本校 西昇降口

ふれあい月間
子ども同士のかかわりを充実させるとともに、いじ

め防止と早期発見・解決に努めます。子どもたち

の安全・安心を守るとともに、人との付き合い方に

ついて子どもたちが学ぶ機会に

なるように指導していきます。

お子さんのことでご心配なこと

があれば、ご相談ください。

学校に忘れ物をした時は
できるだけ放課後に取りにこないよう、ご協力くだ

さい。どうしても必要で、学校に取りに来る場合は、

安全のため保護者の方が付き添ってください。

日 曜 行事
１

年

２

年

３

年

４

年

５

年

６

年

1 土

2 日

3 月
いじめアンケート実施

教育実習始（～２８金）

やとリンピック（３５）

5 5 5 5 6 6

4 火
ブラインドサッカー

（４）

※終日体育館使用

5 6 6 6 6 6

5 水
尿検査２次回収

研究授業④4年2組

SC全員面接5-1④4h

4 4 4 4 4 4

6 木 体力テスト予備日 5 5 6 6 6 6

7 金

尿検査２次追加

オープンキャンパス①

（６）東中

やとリンピック（２４６）

5 5 6 6 6 6

8 土

9 日

10 月 委員会③ 5 5 5 5 5 5

11 火
水着販売（足立屋）

ろ過機点検
5 6 6 6 6 6

12 水

午前授業

PTA会費集金日

SC全員面接5-1予備日

4h

4 4 4 4 4 4

13 木
なかよし班遊び②

プール完全充水
5 5 6 6 6 6

14 金
プール集会

避難訓練４ｈ（火災）
5 5 6 6 6 6

15 土

16 日

17 月 水泳指導開始 5 5 5 5 6 6

18 火 音楽鑑賞教室（5）ｐｍ 4 4 6 6 6 6

19 水
午前授業

研究授業⑤2年1組

やとリンピック（３５）

4 4 4 4 4 4

20 木 集会（集会委員会） 5 5 6 6 6 6

21 金 社会科見学（４） 5 5 6 6 6 6

22 土
学校公開

セーフティ教室

はみがき指導（２）１２ｈ

3 3 3 3 3 3

23 日

24 月 クラブ② 5 5 5 5 5 5

25 火
都巡回相談②

お誕生給食

やとリンピック（２４６）

5 6 6 6 6 6

26 水
日光事前検診（６）

1330
4 4 4 5 5 5

27 木 日光移動教室①（6) 5 5 6 6 6 6

28 金
日光移動教室②（6)

自転車シュミ(4)

教育実習終

5 5 6 6 6 6

29 土 日光移動教室③（6) 6

30 日

６月の予定 ふれあい月間①

日 曜 行事
１

年

２

年

３

年

４

年

５

年

６

年

1 月 ６年生代休 5 5 5 6 6 0

2 火
安全指導

やとリンピック（２４６）
5 6 6 6 6 6

3 水
午前授業

職場体験①（東中2年）
4 4 4 4 4 4

4 木 職場体験②（東中2年） 5 5 6 6 6 6

5 金
お店宣伝集会

職場体験③（東中2年）
5 5 6 6 6 6

6 土

7 日 都知事選挙

8 月
委員会④

やとリンピック（３５）
5 5 5 5 5 5

9 火
避難訓練３ｈ

起震車（3）
5 6 6 6 6 6

10 水
研究授業⑥

午前授業
4 4 4 4 4 4

11 木 前日準備 5 5 6 6 6 6

12 金
集会（集会委員会）

谷戸っ子祭
5 5 6 6 6 6

13 土

14 日

15 月 海の日

７月の予定



新学年が始まり、２か月が経ちました。友達関係が広がったり、行動範囲が広がったりする時期です。

例年この時期に、放課後のトラブルが起きがちです。子どもたちが事件や事故に巻き込まれないよう、

またのぞましい社会性を身に付けていけるよう、家庭・地域・学校が協力していきたいと思います。

学校では以下の事柄について、学年に応じた指導をします。ご家庭でも話題にしてください。

なお、放課後の事件・事故については、まずは当事者や警察などにご連絡ください。放課後のことに

ついて、学校は、相談にのったり助言したりすることはできますが、間に入って解決を主導すること

はできないこともあります。ご承知おきください。。

【外出時】
①学校（学童）を出たら、寄り道せずに家に帰る。習い事は一度帰宅してから行く。

②外出は、行き先や用事を保護者に伝えてから出る。

「だれと・どこへ・何をしに行く」「何時に帰宅する」

③保護者のいない留守家庭への出入りはしない。

④防犯ブザーを身に付ける。

⑤不審者や金銭の搾取などの被害を受けたら、すぐに１１０番通報する。

【お金】
①お金を持ち歩かない。おごる・おごられることをしない。

②友達や知らない人からお金を要求された時は、必ずお家の人に相談する。

③万引きは犯罪です。さそわれても、絶対にことわる。

【自転車】
①乗るときには、ヘルメットをかぶり、ルールを守って通行する。

②道路を横断するときには、必ず横断歩道を通る。

③２人乗りやスピードの出し過ぎはしない。

【行動範囲】
①子どもだけでの行動は、できるだけ学区域内にする。

②学区域外へは、用事があるときのみ、保護者の許可を得て出かける。

③ゲームセンターやカラオケボックス、ボーリング場、インターネットカフェ、飲食店などは、

子どもだけで利用しない。

④危険な場所（海や川）には、子どもだけでは近づかない。

生活指導部より
学校だより

６月号



【中部すこやか福祉センター・さくら館・その他の公共施設】
①お菓子や飲み物を、人からもらったりあげたりしない。

②ごみは、必ず持ち帰る。

③使ったものは元に戻し、落ちているごみはひろい、きれいにしてから帰る。

④充電などでコンセントを勝手に使わない。お願いをして許可をもらってから使う。

⑤施設の人から注意や指示をされたら、素直に聞く。

【インターネット】
①オンラインゲーム、インスタグラム、ＬＩＮＥなどから、個人情報が拡散したり

金銭的・性的な被害につながったりすることがある。

②よく考えてから送信・投稿する。困ったらすぐに大人に相談する。

【服装・身だしなみ】
①染髪やパーマ、露出の多い服装は、犯罪に巻き込まれるリスクを高めることがある。

小学生らしい身だしなみを心掛ける。

熱中症をふせぐために
毎年、熱中症による子どもの事故が起きています。子どもたちの命を守るため、

学校では次の点に留意して教育活動を進めていきます。ご理解をお願いします。

（１）危険な暑さの時は、運動や外遊びは中止

気象庁から「熱中症警戒アラート」が出ている時や、暑さ指数 WBGT（専用計器で計測）

が「３１」を超えた時は、運動は原則中止します。

（２）こまめに休憩・水分補給

体育の授業や校外学習では、日陰で休憩したり水分補給をしたりする時間をとります。

（３）運動時はマスクを外すよう声かけ

また、ご家庭では次の点にご協力ください。

（１）暑い日には、帽子をかぶって登校

日傘を持たせる場合は、安全な使い方やしまい方をお子さんとよく確認してください。

ネッククーラーをつけて登校する場合は、校舎内ではランドセルにしまいます。

（２）早寝・早起き・朝ご飯

寝不足は、熱中症のリスクを高めます。体調を整えて登校させてください。


